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＜講演要旨＞
細胞同士が互いの優劣を認識し、状態の劣る細胞が優れた細胞によって置き換えられるとい

う興味深い細胞間コミュニケーションが存在する。「細胞競合」と名付けられたこの現象は、
組織恒常性維持を司る未知の機構として近年注目されている。
我々はこれまで、ショウジョウバエをモデル生物として用い、細胞競合が組織レベルのがん

抑制機構として働くことを見いだし、その機構を解析してきた。具体的には、ショウジョウバ
エ上皮に極性が崩壊したがん原性細胞が生じると、周囲の正常細胞との細胞競合が起こり、そ
の敗者となったがん原性細胞が組織から排除される。我々は、この細胞競合における勝者と敗
者の細胞間相互作用の機構を明らかにしてきた。さらに最近、この競合現象が生体内のシステ
ミックな因子によっても制御されることを見いだし、その機構の解析を進めている。
本セミナーでは、細胞競合による上皮の恒常性維持とがん制御機構に着目しつつ、細胞間コ

ミュニケーションを介した生体防御について議論したい。

シグナル伝達医学講演会/大学院特別講義
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